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キ
ャ
ン
プ
場
の
利
用

観
光
課
緯
運
９
１
４
2

農
林
水
産
課
緯
運
９
１
４
８

●
極
楽
寺
山
キ
ャ
ン
プ
場

利
用
開
始
日　
4
月
1
日
㈪

施
設
内
容　
5
人
用
常
設
テ
ン
ト
40

基
、
炊
事
棟
、
水
洗
ト
イ
レ
、

シ
ャ
ワ
ー
室
な
ど

※
キ
ャ
ン
プ
用
品
な
ど
の
貸
し
出
し

あ
り

※
テ
ン
ト
の
空
き
状
況
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い

※
仮
予
約
後
、
申
込
書
を
送
付
し
ま

す
。
申
込
書
は
観
光
協
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す

問
い
合
わ
せ
　
は
つ
か
い
ち
観
光
協

会
緯
雲
５
６
５
６

●
岩
倉
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
場

利
用
開
始
日　
4
月
1
日
㈪

施
設
内
容　
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

（
テ
ン
ト
約
80
基
設
置
可
能
）、
炊

事
棟
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ
ー
ナ
ー

（
常
設
の
コ
ン
ロ
あ
り
）、
水
洗
ト

イ
レ
、
集
会
施
設
（
休
憩
室
・

シ
ャ
ワ
ー
室
）

※
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ
ン
ロ
の
レ
ン
タ

ル
や
炭
・
薪
の
販
売
あ
り
。
数
に

限
り
が
あ
り
ま
す

※
テ
ン
ト
や
タ
ー
プ
な
ど
の
貸
し
出

し
は
あ
り
ま
せ
ん

問
い
合
わ
せ
　
は
つ
か
い
ち
観
光
協

会
緯
雲
５
６
５
６

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

消
防
本
部
予
防
課
緯
運
９
２
３
２

全
国
統
一
防
火
標
語

「
忘
れ
て
な
い
？
サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ

に
火
の
確
認
」

　
3
月
1
日
㈮
～
7
日
㈭
は
春
の
全

国
火
災
予
防
運
動
期
間
で
す
。
市
内

で
は
、
今
年
に
入
り
、
屋
外
の
火
災

が
3
件
発
生
し
て
い
ま
す
（
２
月
18

日
時
点
）。
た
き
火
を
行
う
際
は
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
枯
れ
草
な
ど
が
あ
る
火
災
が
起
こ

り
や
す
い
場
所
で
は
、
た
き
火
を

し
な
い
。

・
強
風
時
や
乾
燥
時
は
、
た
き
火
を

し
な
い
。

・
バ
ケ
ツ
に
水
を
く
ん
で
お
く
な
ど
、

事
前
に
消
火
準
備
を
す
る
。

・
た
き
火
を
し
て
い
る
と
き
は
、
そ

の
場
を
離
れ
ず
、
最
後
は
完
全
に

消
火
す
る
。

・
意
図
せ
ず
燃
え
広
が
っ
た
ら
、
す

ぐ
１
１
９
番
通
報
す
る
。

米
軍
機
目
撃
情
報

総
務
課
緯
運
９
１
０
０

　
市
は
、
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
米

軍
機
と
思
わ
れ
る
低
空
飛
行
の
目
撃

情
報
を
、
県
へ
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
低
空
飛
行
を
目
撃
し
、
生
活
に
影

響
を
与
え
る
よ
う
な
騒
音
被
害
を
受

け
た
と
き
は
、
市
へ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

※
市
内
3
カ
所
に
設
置
し
て
い
る
航

空
機
騒
音
測
定
記
録
を
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

連
絡
方
法　
総
務
課
ま
た
は
各
支
所

地
域
づ
く
り
担
当
ま
で
電
話
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
「
目
撃
情

報
調
査
票
」
に
記
入
し
、
フ
ァ
ク

ス
（
姉
荏
１
０
５
９
）、
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
目
撃
情
報

入
力
フ
ォ
ー
ム
」
か
ら
。

情
報
の
内
容　
目
撃
日
時
、
場
所

（
近
く
の
目
標
物
な
ど
）、
飛
行
方

向
、
飛
行
高
度
、
機
数
、
飛
行
時

の
音
・
機
体
の
特
徴
な
ど
。

都
市
計
画
の
決
定

都
市
計
画
課
緯
運
９
１
９
０

　
次
の
都
市
計
画
を
決
定
し
ま
し
た
。

広
島
圏
都
市
計
画

・
特
定
用
途
誘
導
地
区
（
地
域
医
療

拠
点
地
区
）

告
示
日　
2
月
6
日

縦
覧
場
所　
市
役
所
6
階
都
市
計
画
課

広
島
県
収
入
証
紙
の
買
い
戻
し

会
計
局
緯
運
９
２
１
０

　
県
は
、
未
使
用
の
広
島
県
収
入
証

紙
の
買
い
戻
し
（
現
金
還
付
・
口
座

振
替
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
買
い
戻

し
を
し
て
い
な
い
人
は
、
10
月
31
日

㈭
ま
で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
の
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
広

島
県
会
計
総
務
課
（
緯
０
８
２
（
５

１
３
）
２
１
１
２
）
に
問
い
合
わ
せ

る
か
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

※
市
役
所
で
は
手
続
き
で
き
ま
せ
ん

福
祉
・
介
護

産
前
産
後
期
間
の

国
民
年
金
保
険
料
免
除

保
険
課
緯
運
９
１
５
９

　
平
成
31
年
4
月
か
ら
、
産
前
産
後

期
間
の
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
と

な
り
ま
す
。

対
　
象
　
国
民
年
金
第
1
号
被
保
険

者
で
、
出
産
日
が
平
成
31
年
2
月

以
降
の
人

免
除
期
間　
出
産
予
定
日
ま
た
は
出

産
日
が
属
す
る
月
の
前
月
か
ら

4
カ
月
間

※
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、
出
産
予
定

日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の

3
カ
月
前
か
ら
6
カ
月
間
の
国
民

年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す

※
出
産
と
は
、
妊
娠
85
日
（
4
カ

月
）
以
上
の
出
産
の
こ
と
で
す

（
死
産
、
流
産
、
早
産
し
た
人
を

含
む
）

届
け
出
期
間

　
届
け
出
が
で
き
る
の
は
平
成
31
年

4
月
か
ら
で
、
出
産
予
定
日
の
6
カ

月
前
か
ら
届
け
出
可
能
で
す
。

届
け
出
に
必
要
な
も
の

陰
年
金
手
帳

隠
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
本
人
確
認
が
で

き
る
も
の

韻
次
の
い
ず
れ
か
の
書
類

【
出
産
前
に
届
け
出
を
す
る
場
合
】

　
出
産
予
定
日
が
わ
か
る
書
類
（
親

子
（
母
子
）
健
康
手
帳
な
ど
）

【
出
産
後
に
届
け
出
を
す
る
場
合
】

　
被
保
険
者
と
子
が
別
世
帯
の
場
合

は
、
出
産
証
明
書
な
ど
、
親
子
関
係

が
分
か
る
書
類

【
死
産
の
場
合
】

　
死
産
証
明
書
、
死
胎
埋
葬
許
可
証

な
ど高

次
脳
機
能
障
害
講
演
会

障
害
福
祉
課
緯
運
９
１
２
８

　
市
内
に
は
、
高
次
脳
機
能
障
害
を

持
つ
人
の
相
談
や
、
検
査
な
ど
が
で

き
る
拠
点
病
院
が
あ
り
ま
す
。
実
際

に
相
談
し
た
こ
と
で
良
い
方
向
に
進

ん
だ
事
例
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

と
　
き
　

3
月
21
日
㈷
14
時
～
16
時

と
こ
ろ
　
あ
い
プ
ラ
ザ

定
　
員
　
70
人
（
先
着
順
）

講
　
師
　
廿
日
市
記
念
病
院　
森も

り

山や
ま　

潤じ
ゅ
ん

一い
ち

さ
ん
（
言
語
聴
覚
士
）・
藤ふ

じ

原わ
ら

隆た
か

博ひ
ろ

さ
ん
（
言
語
聴
覚
士
）、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
高
次
脳
機
能
障
害
サ

ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ひ
ろ
し
ま　
濱は

ま

田だ

小さ

夜よ

子こ

さ
ん

申
込
方
法
　
障
害
福
祉
課
ま
で
電
話

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
姉
雲
１
９
９

９
）
で
。

※
手
話
通
訳
、
要
約
筆
記
を
希
望
す

る
人
は
3
月
14
日
㈭
ま
で
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い

年
金
生
活
者

支
援
給
付
金
制
度
の
開
始

保
険
課
緯
運
９
１
５
９

　
10
月
か
ら
、
年
金
生
活
者
支
援
給

付
金
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

対
　
象
　
次
の
全
て
を
満
た
す
人

・
65
歳
以
上
の
老
齢
基
礎
年
金
の
受

給
者
で
あ
る
こ
と

・
前
年
の
年
金
額
と
そ
の
他
の
所
得

の
合
計
額
が
、
約
78
万
円
以
下
で

あ
る
こ
と

・
同
一
世
帯
の
全
員
が
市
町
村
民
税

非
課
税
で
あ
る
こ
と

※
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
の
受
給
者

は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

支
給
金
額　
月
額
5
0
0
0
円
×
保

険
料
納
付
済
期
間
（
月
数
）／
４

８
０
月

※
最
大
で
毎
月
5
0
0
0
円

※
金
額
は
改
定
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

申
請
方
法

●
現
在
年
金
受
給
中
の
人

　
対
象
者
に
は
、
9
月
頃
に
年
金
機

構
か
ら
通
知
が
届
き
ま
す
。
届
い
た

書
類
に
記
入
し
、
年
金
機
構
へ
返
送

し
て
く
だ
さ
い
。

●
平
成
31
年
4
月
以
降
に
65
歳
に
到

達
し
年
金
を
受
給
す
る
人

　
届
け
出
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

支
給
開
始　
10
月
分
（
12
月
支
給
）～

国
民
健
康
保
険
の
手
続
き

保
険
課
緯
運
９
１
５
９

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
加
入
手
続
き

※
国
民
年
金
加
入
者
、
切
り
替
え
の

人
は
年
金
手
帳
も
必
要
で
す

※
本
人
以
外
の
届
け
出
は
、
委
任
状
と

代
理
人
の
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

（
免
許
証
な
ど
）
が
必
要
で
す

国
保
証
の
修
学
者
用
手
続
き

　
修
学
の
た
め
、
家
族
と
別
居
し
て

他
市
区
町
村
に
住
所
を
移
し
た
人
に

は
、
㊫
保
険
証
を
発
行
し
ま
す
。

※
卒
業
な
ど
で
学
生
で
な
く
な
っ
た
人

は
、
国
保
の
加
入
や
㊫
保
険
証
の
返

還
な
ど
の
手
続
き
が
必
要
で
す

※
平
成
31
年
3
月
中
に
有
効
期
限
を

迎
え
る
㊫
保
険
証
を
持
っ
て
い
る

世
帯
に
修
学
状
況
届
を
送
付
す
る

の
で
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い

国
民
年
金
の
手
続
き

保
険
課
緯
運
９
１
５
９

国
民
年
金
の
任
意
加
入

　
国
民
年
金
の
適
用
を
除
外
さ
れ
て

い
る
人
で
、
次
に
該
当
す
る
人
は
、

本
人
の
希
望
で
国
民
年
金
に
任
意
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
任
意
加

入
を
希
望
す
る
人
は
、
口
座
振
替
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。

●
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人

　
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に
必
要
な

10
年
以
上
の
受
給
資
格
期
間
を
60
歳

ま
で
に
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
人
は
、
任
意
加
入
し
て
不
足
期
間

を
満
た
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
受
給
資
格
期
間
を
満
た
し
て

い
て
も
、
年
金
額
が
満
額
で
な
い
人
は
、

任
意
加
入
す
る
こ
と
で
年
金
額
を
満
額

に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
65
歳
以
上
70
歳
未
満
の
人

　
65
歳
ま
で
任
意
加
入
を
し
て
も
ま

だ
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た
め

の
期
間
が
不
足
し
て
い
る
人
で
、
昭

和
40
年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た

人
は
、
70
歳
ま
で
に
受
給
資
格
を
満

た
せ
る
場
合
の
み
、
任
意
加
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
受

給
資
格
期
間
を
満
た
し
た
時
点
で
任

意
加
入
は
終
了
し
ま
す
。

●
海
外
に
居
住
し
て
い
る
人

　
海
外
に
住
ん
で
い
る
日
本
人
で
、

20
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
は
、
任
意

加
入
で
き
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度

　
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
が

学
生
で
あ
り
、
本
人
の
前
年
所
得
が

一
定
以
下
の
場
合
、
在
学
期
間
中
の

保
険
料
を
後
払
い
で
き
る
「
学
生
納

付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
学
生
納
付
特
例
に
該
当
し

て
い
る
人
に
は
、
3
月
下
旬
に
日
本

年
金
機
構
か
ら
申
請
書
（
は
が
き
）

が
送
ら
れ
ま
す
。
翌
年
度
以
降
も
同

じ
学
校
に
在
学
し
、
学
生
納
付
特
例

を
希
望
す
る
場
合
は
、
申
請
し
て
く

だ
さ
い
（
学
生
証
や
在
学
証
明
書
は

不
要
）。

　
は
が
き
が
届
か
な
い
場
合
や
、
新

た
に
申
請
す
る
人
は
、
学
生
証
や
在

学
証
明
書
を
持
参
し
て
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
4
月
1
日
㈪
～

※
本
人
以
外
が
手
続
き
を
す
る
場
合

は
、
印
鑑
（
ゴ
ム
製
不
可
）
も
必

要
で
す

※
住
民
票
が
あ
る
市
区
町
村
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い

ス
ポ
ー
ツ

キ
ッ
ズ
ふ
れ
あ
い
サ
ッ
カ
ー

生
涯
学
習
課
緯
運
９
２
０
６

　
サ
ッ
カ
ー
が
初
め
て
の
子
ど
も
も

大
歓
迎
で
す
。
サ
ッ
カ
ー
が
で
き
る

服
装
（
レ
ガ
ー
ス
、
シ
ュ
ー
ズ
）
で

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

と
　
き
　

3
月
9
日
、
16
日
、
23
日

㈯
（
雨
天
中
止
）

・
年
中
～
小
学
2
年
生　
13
時
～
14

時
15
分

・
小
学
3
年
生　
14
時
30
分
～
16
時

と
こ
ろ
　
宮
園
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

参
加
費
　

1
回
５
０
０
円

申
込
方
法
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
廿
日
市
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
ま
で
電
話
（
緯
曳
４
１

５
０
）
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
姉
映

１
１
２
５
）
で
。

このようなとき 必要なもの
転入したとき
（前住所地でも
国保に加入して
いた場合）

①印鑑（ゴム製不可）
②本人確認ができるもの（免許証など）
③マイナンバーカードまたは通知カード

職場の健康保険
をやめたとき
（扶養から外れ
た場合も含む）

①健康保険資格喪失証明書
②印鑑（ゴム製不可）
③本人確認ができるもの（免許証など）
④マイナンバーカードまたは通知カード

社会保険の任意
継続の有効期間
が切れたとき
（退職から 2年経
過したときなど）

①�任意継続の健康保険証（有効期限または資格喪失日
が表示されたもの。国保に加入する人全員分）また
は任意継続健康保険資格喪失証明書
②印鑑（ゴム製不可）
③本人確認ができるもの（免許証など）
④マイナンバーカードまたは通知カード

このようなとき 必要なもの
㊫
保
険
証
が

必
要
な
場
合

修学のため、住民票が
転出になる

国民健康保険証、在学証明書または学生証
（コピー可）、印鑑（ゴム製不可）

現在在学予定年限を過
ぎた後も、引き続き修
学する

㊫保険証、在学証明書または学生証（コ
ピー可）、印鑑（ゴム製不可）

㊫
保
険
証
が
不
要

と
な
っ
た
場
合

卒業後転入し、国民健
康保険に加入する ㊫保険証、印鑑（ゴム製不可）

勤務先などの健康保険
に加入する

㊫保険証、勤務先などの健康保険証、印鑑
（ゴム製不可）

卒業後も、市外に住民
票を置く ㊫保険証、印鑑（ゴム製不可）

※�手続きには、マイナンバーカードまたは通知カードが必要です

■
水
道
料
金
納
期
納
付
書
で
の
支
払
い
は
、
4
月
1
日
㈪
ま
で
で
す
。
問
水
道
局
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー

☎
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